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この講究録は、/983年 2月に京都大学数理解析研究所に

おいて行なわれた短期共同の研究会「マルチンゲールとその

周辺」の講演記録てす。

確率解析の中核をなすマルチンゲールの理論は、JLDoob

による研究 (/940)に端を発し、/960年代の後半から著

しい成長をとげてきました。今後は、他の分野との交流を一

層深めることか大きな課題になるものと思われます。むしろ

それか必然の勢いと言えるかもしれません。そこて今回は、

特に F ourler解析、関数環及ひ統言†の分野との接触を重視し、

各分野の研究者のこ協力を得て、マルチンゲールとの関連を

念頭においた講演及ひ討論を意欲的に行ないました。研究会

としては異例の 6日間という長丁場にも関らず、来日中の

AANovlkov氏 (Steklov Inst)を含む 43名の出席者か、連日熱

心に取組んで下さいました:ことを、感謝の気持を込めてここ

に附記しておきます。

研究代表者 風 巻 紀 彦
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